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提供機関：金沢学院大学 

科
目
名 

日本語学特殊講義 授業形態 開講期間 金沢学院大学で確認 

英文科目名 Japanese rhetoric techniques ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

－ 

開講時間 金沢学院大学で確認 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 寺田 智美 開講場所 金沢学院大学で確認 

単位数 2単位 

定員数  

特別聴講学生等定員    

科目等履修生定員     

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 
授業態度および参加度（50％）， 

課題（50％）の総合評価。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：金沢学院大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

    10,000円 35,000円 32,000円   

科
目
の
内
容 

講義概要と目的】 

 日本語を彩るさまざまな表現技法について知り，ことばの芸術をより深く味わうための力を身につける。表

現技法としては，比喩・擬人・倒置・反復・反語・対句・掛詞・縁語などを扱う。同時にそれらの技法を使っ

て，自分の考えや印象をより効果的に，魅力的に伝える表現も追求していく。 

【到達目標】 

・さまざまな表現技法を味わうことができる。 

・表現者が使用する各種技法をとおして，表現者の表現意図をくみ取ることができる。 
・各種表現技法を使って，文章を書くことができる。 

その他特記事項 

・主に古典作品を扱うの

で，必要に応じて古典

文法の参考書，古語辞

典などを用意された

い。 

・課題未提出者，および

特別な理由なく3回連

続して欠席した者に

は，単位を与えない。 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail teradato@kanazawa-gu.ac.jp 

 

 


